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アクセサリーと積載条件

警告

絶対にフレームとステアリング装置の

間に物を保管しようとしないでくださ

い。これはステアリングのじゃまになる

可能性があり、制御性を損なって事故に

つながることがあります。

ハンドルあるいはフロントフォークに

重さが加わると、ステアリングアセンブ

リーのかさが増すため、ステアリングの

制御性が損なわれて事故を引き起こす

結果になりかねません。

警告

タンデムシートに小さな荷物を載せて

運ぶ場合、荷物の総重量が 5 kg を超え

てはならず、バイクの制御性を損なうよ

うなものであってはなりません。また、

車体の後部や脇からはみ出さない程度

の大きさで、しっかりと固定されていな

くてはなりません。

不安定で制御性を損なうような、あるい

は車体の後部や側面からはみ出してい

る、重量が 5 kg を超える荷物を運搬す

ると、モーターバイクを制御しきれなく

なって事故を引き起こす恐れがありま

す。

たとえ小さな物が適切にリアシートに

積載されているだけであっても、モー

ターバイクの最高速度は 130 km/h まで

落とす必要があります。
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定期整備
モーターバイクを安全で信頼できる状態

に維持するために、本章で要点を述べる整

備と調整を必ず行なってください。定期整

備表に沿って、日常の安全点検の章で指定

されていることを実施してください。以下

は、日常の点検および簡単な整備と調整を

実施する際に従う手順を解説したもので

す。

警告

定期整備表の整備項目を正しく実施す

るため、特別な工具、知識、トレーニン

グが必要です。そのような知識と設備を

備えているのは、正規 Triumph ディー

ラーだけです。

不適切な整備や整備上の怠慢は危険な

走行状態につながる可能性があります。

本モーターバイクの定期整備は、必ず正

規Triumphディーラーで実施してくださ

い。
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整備内容 オドメーター上のキロ数または経過期間の
いずれか先に達した方

初回整備 整備 A 整備 B 整備 C 整備 D

毎 800
1ヶ月

10,000
1 年

20,000
2 年

30,000
3 年

40,000
4 年

エンジンとオイルクーラー － 漏れ点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

エンジンオイル－交換 - ･ ･ ･ ･ ･

エンジンオイルフィルター－交換 - ･ ･ ･ ･ ･

バルブクリアランス－点検 / 調整 - ･ ･

エアクリーナーエレメント－交換 - ･ ･

スパークプラグ－点検 - ･ ･

スパークプラグ－交換 - ･ ･

エンジン ECM －保存されている DTC をチェック - ･ ･ ･ ･ ･

燃料フィルタ－交換 - ･ ･

燃料系統－漏れ、擦り切れ、その他を点検　 日 ･ ･ ･ ･ ･

スロットルケーブル－点検 / 調整 日 ･ ･ ･ ･ ･

ライト、計器類＆電装系統－点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

ステアリング－作動状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

ヘッドストックベアリング－点検 / 調整 - ･ ･ ･ ･ ･

ヘッドストックベアリング－潤滑 - ･ ･

フォーク－漏れ / 作動状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

フォークオイル－交換 - ･

ブレーキフルードレベル－点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

ブレーキキャリパー－フルード漏れとピストンの
焼き付き点検

- ･ ･ ･ ･ ･
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＊ California モデルの蒸発系統ホースのみ

ブレーキマスターシリンダー－フルード漏れ点検 - ･ ･ ･ ･ ･

ブレーキフルード－交換 2年ごと

ブレーキライト－作動状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

ブレーキパッド－摩耗状態点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

ドライブチェーン－潤滑注油 300 キロごと

ドライブチェーン－摩耗点検 800 キロごと

ドライブチェーンのゆるみ－点検 / 調整 日 ･ ･ ･ ･ ･

締め具類－締まり具合を目視点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

ホイール－損傷がないか点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

タイヤの摩耗 /損傷－点検 日 ･ ･ ･ ･ ･

タイヤ空気圧－点検 /調整 日 ･ ･ ･ ･ ･

クラッチケーブル－点検 /調整 日 ･ ･ ･ ･ ･

燃料および蒸発＊ホース－交換 - ･

セカンダリーエアインジェクションシステム－点
検および清掃

- ･ ･

整備内容 オドメーター上のキロ数または経過期間の
いずれか先に達した方

初回整備 整備 A 整備 B 整備 C 整備 D

毎 800
1ヶ月

10,000
1 年

20,000
2 年

30,000
3 年

40,000
4 年
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Triumph Motorcycles 社は、オーナーに

よって実施された整備や調整の不備に起

因する損傷、負傷については、一切責任を

負いませんのでご了承ください。

定期整備の記録

サービスハンドブックへの記入

定期サービスを受けるために正規Triumph

ディーラーを訪れた時は、必ず、ディー

ラーの受付係にお客様のサービスハンド

ブックを呈示してください。

このサービスハンドブックは、モーターバ

イクの保証条件の下で必要とされる定期

整備が実施されたことを記録するもので

す。

整備を受けたモーターバイクを受け取る

際は、必ず、サービスハンドブックにスタ

ンプが押してあり、日付と現在のオドメー

ターの数字が記録してあることを確認し

てください。

これらの情報は保証請求の際に必要であ

り、又、本モーターバイクの将来の所有者

にとっては、モーターバイクの価値を高め

るものとなるでしょう。

警告

整備はどれも極めて大切ですから、怠っ

てはなりません。整備や調整の不備によ

り、モーターバイクの部品が誤作動を起

こすことがあります。誤作動を起こした

モーターバイクは危険であり、事故を引

き起こす危険があります。

天候、地形、地理的条件によって整備内

容は異なります。モーターバイクが使用

される環境の特殊性や個々のオーナー

の必要性に合わせて、整備スケジュール

を調整してください。

不適切な整備や整備上の怠慢は危険な

走行状態につながる可能性があります。

本モーターバイクの定期整備は、必ず正

規Triumphディーラーで実施してくださ

い。



57

整備と調整

エンジンオイル

1. フィラー

2. サイトガラス

3. オイルレベル（正しいレベルを示して

います）

4. クランクケースのオイルレベルライン

エンジン、トランスミッション、クラッチ

が正常に機能するように、エンジンオイル

を適切なレベルに保ち、定期整備表に従っ

てオイルとオイルフィルターを交換して

ください。

T908027

1

2
3

4

警告

エンジンオイルが不足、劣化、あるいは

汚染した状態でモーターバイクを運転

すると、エンジンの摩耗を早め、エンジ

ンやトランスミッションの焼付きに帰

する恐れがあります。エンジンやトラン

スミッションの焼付きは、バイクを制御

不能に陥らせ事故を招く恐れがありま

す。
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オイルレベルの点検

･ エンジンを始動し、約 5 分間空転

させます。

･ エンジンを止めてから、オイルが

落ち着くまで最低 3 分は待ってく

ださい。

･ サイトグラス越しに見えるオイル

レベルに注意してください。

･ 適正レベルの時は、サイトグラス

越しに見える液面が、クランク

ケースについている 2 本の平行線

の間にあるはずです。

注記：

･ サイドスタンドで駐車している時

ではなく、バイクを水平、垂直に立

てた時に示されるのが実際のレベ

ルです。

･ オイルを補充する必要がある場合

は、フィラープラグを外し、サイ

トグラス内の液面が適正レベルに

なるまで、少しずつオイルを足し

てください。

･ 適正レベルになったら、フィラー

プラグを取り付けてしっかり締め

ます。

オイルとオイルフィルターの交換

1. オイルドレンプラグ

エンジンオイルとフィルターは、定期整備

表に従って交換しなければなりません。

･ エンジンを完全に暖機してから、

停止させます。

･ エンジンの下にオイルパンを置き

ます。

･ エンジンドレンプラグを取り外し

ます。

警告

エンジンを切った直後は、エギゾースト

システムの温度が高くなっています。排

気装置そのもの、またはその付近を扱う

場合は、作業を始める前に十分時間をか

けて排気装置を冷ましてください。どの

部分であろうと高温の排気装置に触れ

ると火傷をする恐れがあります。

警告

エンジンオイルに長く触れたり繰り返

し触れたりすると、皮膚の乾燥、かゆ

み、皮膚炎を起こすおそれがあります。

又、使用済みエンジンオイルには有害と

なり得る、発ガン性の汚染物質が含まれ

ています。適当な防護服を着用し、皮膚

に触れないようにしてください。

T908028 1
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1. オイルフィルター

･ Triumph サービスツール T3880313

を使い、オイルフィルターをね

じって外します。

･ オイルフィルターを捨てます。

･ 事前に、交換用オイルフィルター

に新しいエンジンンオイルを入れ

ておきます。

･ 新しいオイルフィルターのシーリ

ングリングにきれいなエンジンオ

イルを塗ります。オイルフィル

ターを取り付けて 10 Nm で締め付

けます。

･ オイルが完全に排出された後、新

しいシーリングワッシャーをドレ

ンプラグにはめます。プラグを取

り付けて25 Nmまで締め付けます。

･ オイルドレンプラグを取り外しま

す。仕様の章に記載されている種

類と等級のオイルを、液面がサイ

トグラス越しに見え始めるまで、

エンジンに入れます。仕様の章に

記載されている容量を超えるほ

ど、オイルを入れないでください。

･ エンジンをかけ、最低 30 秒間アイ

ドルさせます。

･ エンジンが始動すると間もなく、

油圧警告灯が消えることを確実に

します。

警告

オイルは触れるには熱過ぎるかもしれ

ません。適切な防護服、手袋、防護メガ

ネなどを着用し、高温のオイルに触れな

いようにしてください。過熱したオイル

に触れると火傷する恐れがあります。

T908029 1

警告

エンジンを切った直後は、エギゾースト

システムの温度が高くなっています。排

気装置そのもの、またはその付近を扱う

場合は、作業を始める前に十分時間をか

けて排気装置を冷ましてください。どの

部分であろうと高温の排気装置に触れ

ると火傷をする恐れがあります。

注意

オイルがエンジン各部にゆきわたる前

に、アイドル以上にエンジンの回転を上

げると、エンジンの損傷や焼付きのもと

となる可能性があります。オイルが完全

にゆきわたるよう 30 秒間エンジンを回

転させた後でない限り、エンジン速度を

上げないでください。
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･ エンジンを停止し、オイルレベル

を再点検します。必要があれば調

整します。

使用済エンジンオイルの処分

環境保護のため、オイルを地面、下水、排

水口、水路等に流さないでください。使用

済オイルは賢明に処分してください。処分

の仕方がわからない時は、最寄りの地方自

治体にお問い合わせください。

オイルの仕様と等級

注意

エンジンオイルの油圧が低すぎると、油

圧低下警告灯が点灯します。エンジンが

回転中なのに油圧警告灯が消えない場

合は、即座にエンジンを止めて原因を調

べてください。油圧が低い状態でエンジ

ンを回転させると、エンジンに損傷を与

えることがあります。

注意

Triumph の高性能エンジンは、オイルタ

ンクの上限マークに達するまで、API SH

またはあるいはそれ以上の（例えば SJ、

SK 又は SL）及び JASO MA 仕様に準拠す

る10W/40又は15W/50の半合成又は完全

合成のエンジンオイルを使うように設

計されています。

エンジンオイルに化学添加剤を加えな

いでください。エンジンオイルはクラッ

チも潤滑するようになっており、添加剤

はクラッチがスリップする原因となる

場合があります。

鉱油、植物油、非洗浄性オイル、ひまし

油など、求められている仕様に適合しな

いオイルは使わないでください。そのよ

うなオイルを使うと、エンジンに瞬時に

多大な損傷を与えかねません。

エンジンオイルの交換又は補給中に、ク

ランクケースに異物が混入しないよう

注意してください。 
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スロットルグリップ

1. スロットルグリップ

2. 2 - 3 mm

1 2

cbmx

警告

スロットルグリップは、スロットルボ

ディー内のスロットルバルブを制御し

ます。スロットルケーブルが正しく調整

されていない場合は、きつ過ぎてもゆる

すぎてもスロットルを制御するのが難

しくなり、性能に悪影響を与えることが

あります。

定期整備表に従ってスロットルグリッ

プの遊びを点検し、必要に応じて調整を

行なってください。

常にスロットルの「感触」の変化に敏感

でいてください。少しでも変化に気づい

た時は、正規 Triumph ディーラーにス

ロットルシステムを点検してもらって

ください。メカニズムの磨耗が原因で生

じた変化は、スロットルの膠着につなが

る可能性があります。

不適当に調整された、引っかかったり動

かなかったりするスロットルにより、バ

イクが制御不能に陥って事故を招くこ

とがあります。
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点検

1.「オープニング」ケーブルアジャスタ

－ツイストグリップ側

2.「クロージング」ケーブル

･ スロットルは、過度に力を入れな

くてもスムーズに開くか、ひっか

からずに絞れるかを調べてくださ

い。問題が見つかったり、不審な

点のある場合は、正規 Triumph

ディーラーに、スロットルシステ

ムを点検してもらってください。

･ スロットルグリップを前後に軽く

回した時に、スロットルグリップ

に2 - 3 mmの遊びがあるかを調べ

てください。

･ 遊びの大きさが不適当な場合、

Triumph 社は、調整を最寄りの正

規 Triumph ディーラーにしてもら

うことをお勧めします。ただし、

非常時の場合は以下の手順でス

ロットルを調整できます：

調整

注記：

･ 微調整は、スロットルのツイストグ

リップ側のアジャスターを使って

行なうことができます。この方法で

正しい設定ができなかった場合は、

スロットルボディー側にあるア

ジャスターを使う必要があります。

設定は、最初に「オープニング」ケー

ブル、次に「クロージング」ケーブ

ルの順で行なわなくてはなりませ

ん。

･ シートを取り外します。

･ 最初にマイナス（黒）のリード線

からバッテリーの接続を外しま

す。

･ ツイストグリップ側の「オープニ

ング」ケーブルアジャスターを、

それぞれの方向に等量の調整がな

されるように設定します。

1

2

cbmx

警告

調整や配線の不備で、膠着状態になっ

た、あるいは損傷を受けたスロットル

ケーブルを付けたままモーターバイク

を運転すると、スロットルの機能が妨げ

られ、バイクを制御しきれなくなって事

故に帰する場合があります。

不適切な調整や配線を避け、動きのス

ムーズでない、あるいは損傷のあるス

ロットルを継続的に使用することのな

いように、必ず、最寄りの正規 Triumph

ディーラーにスロットルを点検、調整し

てもらってください。
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･ ケーブルのスロットルボディー側

にある「オープニング」ケーブル

アジャスターを、ツイストグリッ

プのところに2 - 3 mmの遊びをも

たせるよう設定します。ロック

ナットを締め付けます。

1. ロックナット

2. オープニングケーブルアジャスター

3. クロージングケーブルアジャスター

4. クロージングケーブル－遊び測定ポイ

ント

･ ケ－ブルのツイストグリップ側に

近 い ア ジ ャ ス タ ー を 使 い、

2 - 3 mmの遊びをもたせるのに必

要な微調整を行なってください。

ロックナットを締め付けます。

･ スロットルを完全に閉じた状態

で、「クロージング」ケーブルに

2 - 3 mmの遊びがあることを確実

にします。必要ならば「オープニ

ング」ケーブルと同様に調整しま

す。ロックナットを締め付けます。

･ プラス（赤）のリード線から先に、

バッテリーに再接続します。

･ シ－トを再装着します。

･ スロットルは、過度に力を入れな

くてもスムーズに開くか、ひっか

からずに絞れるかを調べてくださ

い。

･ 走行を再開する前に、最寄りの正

規 Triumph ディーラーまで慎重に

バイクを走らせ、そこでスロット

ルシステムを徹底的に調べても

らってください。

ccip1

4

3

1

2

警告

両方のケーブルのアジャスターロック

ナットを確実に締め付けます。ロック

ナットがゆるんでいると、スロットルが

膠着状態になる可能性があるからです。

スロットルの調整が不適切で、ひっか

かったり膠着状態になると、バイクの制

御性が損なわれて事故を起こす場合が

あります。
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クラッチ

1. クラッチケーブル

本モーターバイクにはケーブルで操作す

るクラッチが装備されています。

クラッチレバーの遊びが大きすぎると、ク

ラッチが完全に外れないでエンストを起

こしたり、ギアチェンジが困難になる場合

があります。逆にクラッチレバーの遊びが

十分でなければ、クラッチがスリップして

完全にかみ合わなくなる恐れがあります。

定期整備表に従って、必ずクラッチレバー

の遊びを点検してください。

点検

1. レバー

2. アジャスター（レバー側）

3. 2 - 3 mm

･ 上図の矢印のついているクラッチ

レバーの部分に2 - 3 mmの遊びが

あるかどうか点検してください。

･ 遊びの大きさが不適当な場合は、

調整する必要があります。

cbmy

1
cbmy 2 1



65

整備と調整

調整

1. アジャスター（エンジン側）

･ クラッチケーブルのレバー側のき

ざみ付きロックナットを緩め、ク

ラッチレバーの遊びの大きさが適

正になるまでアジャスタースリー

ブを回します。

･ きざみ付きロックナットをクラッ

チレバーアセンブリーにはめて締

めます。

･ レバーアジャスターを使って適当

な調整ができなかった場合は、

ケーブルのエンジン側にあるア

ジャスターを使用してください。

･ アジャスターロックナットを緩め

ます。

･ ク ラ ッ チ レ バ ー の と こ ろ に

2 - 3 mmの遊びができるよう外側

のケーブルアジャスターを回しま

す。

･ ロックナットを締め付けます。

･ 必要に応じてレバーアジャスター

を使い、微調整を行なってくださ

い。

･ ケーブルの両端にあるロックナッ

トがすべて締まっていることを確

認してください。

T908034

1



66

整備と調整

ドライブチェーン

ドライブチェーンは、安全走行のためと過

度の磨耗防止のために、定期整備表の求め

るところに従って定期的に点検、調整、潤

滑注油しなければなりません。ほこりっぽ

い、ぬれている、塩分が多い、砂が多いな

ど極端な状況のもとでは、点検、調整、潤

滑注油は、より頻繁行なわなくてはなりま

せん。

ひどく磨耗していたり、（きつ過ぎ、ゆる

過ぎのいずれでも）調整が適切でないチェ

－ンは、スプロケットから外れたり、壊れ

たりする恐れがあります。

チェーンの注油

チェーンは 300 キロ走行する毎に、あるい

は雨天時や濡れた路上での走行後は、潤滑

注油が必要です。また、チェーンが乾いて

いる時も常に注油してください。

仕様の章で推奨されている、特別のチェー

ン潤滑剤を使用してください。

･ ローラーの両側に潤滑油を差しま

す。それにより、チェーンローラー

と軸受けにオイルがゆきわたりま

す。チェーンの「Ｘ」リングにも

注油してください。余分なオイル

は拭き取ります。

･ チェーンの汚れが特にひどい時

は、最初にパラフィンで汚れを落

としてから、上記の要領で注油し

ます。

警告

ゆるい、磨耗している、壊れている、ス

プロケットから飛び出す、このような

チェーンは、エンジンスプロケットに絡

まったり後輪をロックする場合があり

ます。

エンジンスプロケットに絡まった

チェーンは、ライダーを負傷させること

があり、モーターバイクの制御性が損な

われて事故を招くことがあります。

同様に、後輪が動かなくなると、モー

ターバイクの制御性が損なわれて事故

を招くことがあります。

注意

パワー「ジェット」洗車設備でチェーン

を洗わないでください。 チェーンの構

成部品に損傷を与える恐れがあるから

です。
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チェ－ンのたるみ

1. 最大ムーブメントポジション

点検

･ 固く平坦な地面にモーターバイク

を置き、サイドスタンドで支えて

ください。

･ リアホイールを回し、チェーンが

最もきつくなる場所を見つけて、

スプロケット間の真ん中の位置

で、垂直方向のたるみを測定しま

す。

･ ドライブチェ－ンのたるみは、

20 - 30 mmの範囲でなければなり

ません。

調整

･ チェ－ンのたるみの測定値が適正

でない場合は、調整は以下の要領

で行なわなくてはなりません：

･ ホイールスピンドルナットを緩め

ます。

･ 両方のアジャスターを等分に動か

します。チェーンのたるみを大き

くするには、アジャスターボルト

を時計回りに、小さくするには反

時計回りに回します。

1. リアホイールスピンドルナット

2. アジャスター

3. ホイールアラインメントマーク

･ チェーンのたるみが正しく設定さ

れたら、リアホイールスピンドル

ナットを 85 Nm で締めつけます。

･ アジャスターを反時計回りに

5 Nm で締め付けます。

･ ホイールアラインメントマークが

モーターバイクの両側の同じ位置

にくることを確実にしてくださ

い。適切でない時は必要に応じて

調整します。

1

cebt

T908036

1

2
3
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･ リアホイールを回し、チェーンの

調整具合を再点検します。必要な

場合は再調整します。

･ リアブレーキの効き具合を調べて

ください。

チェーンの磨耗点検

1. 20 環分を測定

2. おもり

･ チェーンガードを取り外します。

･ チェーンに10 - 20 kgのおもりを

吊り下げて、チェーンを張ります。

･ 1番目のピンの中心から21番目のピ

ンの中心まで、20 環分のチェーン

の直線部分の長さを測ってくださ

い。チェーンは不均等に磨耗して

いることがあるため、数カ所測定

してください。

･ 長さが使用限度である321 mmを超

えていた場合、チェーンは交換し

なければなりません。

･ リアホイールを回転させ、ドライ

ブチェーンのローラーに損傷がな

いか、ピンや環が緩んでいないか

点検してください。

警告

ホイールスピンドルが緩んでいる状態

でモーターバイクを運転すると、バイク

の安定性と操縦性を損なう結果になる

恐れがあります。安定性と操縦性が損な

われると、制御しきれなくなって事故に

つながる恐れがあります。

cebu

2
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･ スプロケットカバーも取り外し、

スプロケットの歯が不均等にまた

は過度に磨耗していないか、傷ん

でいないか点検してください。

･ 異常がある場合は、最寄りの正規

Triumph ディーラーにドライブ

チェーンとスプロケットを交換し

てもらってください。

･ チェーンガードとスプロケットカ

バーを再装備します。

T509--33

磨耗した歯

（エンジンスプロケット）

磨耗した歯
（リアスプロケット）

スプロケット摩耗を拡大して図示

警告

認定されていないチェーンを使用する

と、チェーンの破損やスプロケットから

飛び出す原因となる場合があります。ど

ちらの場合でも、リアホイールを動かな

くし、モーターバイクに多大な損傷を与

え、制御しきれなくなって事故を引き起

こす可能性があります。

安全走行のために、Triumph パーツカタ

ログの中で指定されている純正Triumph

供給チェーンを使ってください。

チェーンのメンテナンスは絶対に怠ら

ないでください。取り付けは正規

Triumphディーラーに実施してもらって

ください。

注意

スプロケットの磨耗に気づいた時は必

ず、スプロケットとドライブチェーンを

一緒に交換してください。

チェーンも一緒に交換しないで、磨耗し

たスプロケットだけを交換すると、新し

いスプロケットの耐久性を損なうこと

があります。
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ブレーキ

1. ライニングの厚さ

2. 1.5 mm 溝の厚さ

ブレーキパッドの磨耗点検

ブレーキパッドは、定期整備表に従って点

検し、修理の限界まであるいは最低限度を

超える薄さまで磨耗している時は、交換し

なければなりません。

フロント又はリアブレーキのいずれかの

パッドのライニング厚さが 1.5 mm 以下に

なっていたら、つまり、パッドが溝の底ま

で磨耗していたら、そのホイールのパッド

を全部交換してください。

ブレーキパッドの磨耗補整

ディスクとディスクパッドの磨耗は自動

的に補整され、ブレーキレバーやペダルの

働きに影響を及ぼすことはありません。フ

ロントとリアブレーキに調整を必要とす

る部品はありません。

T908039

2
1

警告

ブレーキパッドは必ずホイール単位で

交換しなければなりません。フロントの

場合は、同じホイール上にキャリパーが

２つ付いているので、両方のキャリパー

のブレーキパッド全部を交換してくだ

さい。

個別にパッドを交換すると、制動効率が

低下することがあり、モーターバイクを

制御しきれなくなって事故を引き起こ

す恐れがあります。

交換用パッドを取り付けた直後は、新し

いパッドが「なじむ」まで極めて慎重に

運転してください。

警告

ブレーキレバーないしペダルを操作し

たときに軽すぎる、またはレバーやペダ

ルのストロークが大きすぎると感じた

ら、ブレーキラインに空気が入っている

か、ブレーキが故障している可能性があ

ります。

このような状態でモーターバイクを運

転するのは危険です。乗る前に、最寄り

の正規Triumphディーラーで点検修理し

てもらわなくてはなりません。

ブレーキに欠陥のある状態で走行する

と、バイクの制御性が損なわれ事故を招

く恐れがあります。
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ブレーキライトスイッチ

ブレーキライトは、フロント、リアの違い

に関係なく、ブレーキをかければ点灯しま

す。フロントブレーキレバーを引いた時、

あるいはリアブレーキペダルを踏んだ時

にブレーキライトが点灯しない場合は、最

寄りの正規Triumphディーラーに点検と故

障の修理を依頼してください。

ブレーキフルード

両方のリザーバのブレーキフルードレベ

ルを点検し、定期整備表に従ってブレーキ

フルードを交換してください。フロントと

リアにはDOT 4フルード以外のものを使わ

ないでください。

ブレーキフルードに水分やその他の汚染

物質が混入した場合、又はその疑いがある

場合は、ブレーキフルードを交換しなけれ

ばなりません。

警告

ブレーキライトに欠陥がある状態でバ

イクを運転することは、違法であり危険

です。

ブレーキライトが故障しているモー

ターバイクを運転すると、ライダー自身

や他の道路利用者までも巻き込む人身

事故を起こしかねません。

警告

どちらかのリザーバのブレーキフルー

ドが汚染した、あるいは汚染の疑いがあ

る場合は、走行前に、最寄りの正規

Triumphディーラーに相談しアドバイス

を受けてください。汚染したブレーキフ

ルードを使い続けると、ブレーキの故障

の原因となる恐れがあります。ブレーキ

に欠陥のある状態で走行すると、バイク

の制御性が損なわれ事故を招く恐れが

あります。

警告

どちらかのブレーキフルードリザーバ

の液面レベルが著しく低下していた場

合は、走行前に、最寄りの正規 Triumph

ディーラーにご相談ください。ブレーキ

フルードレベルが減損している、あるい

はブレーキフルードが漏れている状態

で走行するのは危険であり、ブレーキ性

能を低下させてモーターバイクを制御

不能に陥らせ、事故を引き起こす恐れが

あります。
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フロントブレーキフルードのレベル
点検と調整

1. アッパーレベルライン、フロントブ

レーキ

2. ロワーレベルライン、フロントブレー

キ

･ フロントフルードレベルを点検す

るには、リザーバボディーの前面

に付いている窓から見える液面レ

ベルを調べます。

･ ブレーキフルードレベルは、アッ

パーとロワーの間にあることが必

要です（リザーバは水平の状態で

あること）。

･ フルードレベルを調整するには、

キャップのねじをゆるめ、シーリ

ングダイアフラムの位置を書きと

めて、カバーを取り外します。

･ 密閉容器に入っていた新しい

DOT 4 フルードを、上限ラインに

達するまでタンクに補充してくだ

さい。

警告

ブレーキ液には吸湿性があり、大気中の

水分を吸収することがあります。

吸収された水分は、ブレーキフルードの

沸点を大幅に下げ、ブレーキの制動効率

低減の原因となることがあります。

ですから、定期整備表の指示に従って、

必ずブレーキフルードを交換してくだ

さい。

必ず、封がされた容器の新しいブレーキ

フルードを使用し、封がされていなかっ

たり、既に開けられていた容器からのフ

ルードを使用してはなりません。

ブランドや等級の異なるブレーキフ

ルードを混ぜないでください。

ブレーキの付属器具、シール、ジョイン

トの周囲にブレーキフルードの漏れが

ないか点検し、ブレーキホースに亀裂、

劣化、損傷がないかも調べてください。

故障があれば、必ず走行前に直してくだ

さい。

欠陥を見落としたり適切に対処しな

かった場合、モーターバイクのコント

ロールが失われて事故につながるよう

な、危険な走行状態に陥る可能性があり

ます。

T908040

2

1
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･ ダイアフラムシールがキャップと

タンクボディーの間に適切に置か

れていることを確かめながら、カ

バーを再度取り付けます。

･ キャップの留めねじを締めます。

リアブレーキフルードのレベル点検
と調整

1. アッパーレベル、リアブレーキ

2. ロアーレベル、リアブレーキ

･ リアブレーキフルードレベルは、

リザーバやカバーを取り外さなく

ても前側から見ることができま

す。

･ リアリザーバ内のブレーキフルー

ドのレベルは、上限と下限を示す

線の間に保たれなくてはなりませ

ん。

･ リアブレーキフルードレベルを調

整するには、リザーバをフレーム

に固定しているネジを外してリ

ザーバカバーを引き離してくださ

い。

･ リザーバを真っ直ぐ立てて支え、

内部のダイヤフラムの位置を書き

とめてカバーを取り外します。

･ 密閉容器に入っていた DOT 4 フ

ルードを、上限ラインに達するま

でタンクに補充してください。

･ ダイアフラムシールがキャップと

リザーバボディーの間に正しく置

かれていることを確かめながら、

リザーバキャップを取り付けま

す。

･ 黒いリザーバカバーを正確に取り

付け、アッセンブリーをフレーム

に取り付けて、取り外した時のネ

ジで固定します。ネジを 7 Nm で締

め付けます。

ccit

1

2



74

整備と調整

ステアリング / ホイールベア
リング

ステアリングの点検

定期整備表に従って、ヘッドストック（ス

テアリング）ベアリングの状態の点検と潤

滑油の注油を行なってください。

注記：

･ ステアリングベアリングの点検を

行う際は必ず、同時にホイールベア

リングも点検してください。

ステアリングの遊びの点検

点検

･ モーターバイクを平らな地面に置

き、まっすぐに立てます。

･ フロントホイールを地面から浮か

せます。

･ フロントフォークの下端を持ち、

それを前後に動かしてみます。

･ 走行前に遊びを感じたら、点検と

故 障 の 修 理 を 最 寄 り の 正 規

Triumph ディーラーに依頼してく

ださい。

･ 支えを取り外し、モーターバイク

をサイドスタンドで駐車します。

警告

点検中にモーターバイクが倒れて怪我

をすることのないように、モーターバイ

クがしっかりと支えの上に固定されて

いることを確認してください。

各ホイールに過度の力を加えたり、激し

く揺すったりしないでください。 モー

ターバイクが不安定な状態になったり、

あるいは支えから落ちて怪我のもとと

なる恐れがあるからです。

支えブロックの位置に注意し、オイルラ

インやサンプの下のオイルフィルター

が損傷を受けることのないようにして

ください。

警告

調整が不適切だったりステアリングベ

アリングに欠陥がある状態で運転する

と、モーターバイクの制御性が損なわれ

て事故を引き起こす恐れがあります。
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ホイールベアリングの点検

フロントやリアホイールのホイールベア

リングとホイールハブとの間に遊びがあ

り、ノイズが発生したり、ホイールがス

ムーズに回転したりしない場合は、最寄り

の正規Triumphディーラーにホイールベア

リングを点検してもらってください。

ホイールベアリングは、定期整備表の中で

指定されている間隔で、点検しなければな

りません。

･ モーターバイクを平らな地面に置

き、まっすぐに立てます。

･ フロントホイールを地面から浮か

せます。

･ フロントホイールの上端を左右に

静かにゆすってみます。

･ 走行前に遊びを感じたら、点検と

故 障 の 修 理 を 最 寄 り の 正 規

Triumph ディーラーに依頼してく

ださい。

･ 持ち上げ器具を動かし、リアホ

イールも同様に点検します。

･ 支えを取り外し、モーターバイク

をサイドスタンドで駐車します。

フロントサスペンション

フロントフォークの点検

･ 各フォークスタンションに損傷の

兆候がないか、スライダー表面に

傷がないか、オイル漏れがないか

を調べます。

･ 損傷や漏れが見つかった場合は、

正規 Triumph ディーラーにご相談

ください。

フォークがスムーズに作動するかを点検

するには：

･ モーターバイクを平らな地面に置

きます。

･ ハンドルを握ってフロントブレー

キをかけながら、フォークを数回

上下に動かしてください。

注記：

･ 動きが滑らかでなく、過度な硬さが

感じられる場合は、最寄りの正規

Triumph ディーラーにご相談くださ

い。

警告

磨耗したあるいは損傷を受けたホイー

ルベアリングを付けたまま運転すると、

モーターバイクの操縦性と安定性が損

なわれ、制御不能になって事故を起こし

かねません。不審な点がある場合、走行

前に正規Triumphディーラーにモーター

バイクを点検してもらってください。

警告

損傷や欠陥のあるサスペンションの付

いたモーターバイクを運転すると、バイ

クに損傷を与え、バイクを制御しきれな

くなって事故を起こすことがあります。
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サスペンションの設定

America と Speedmaster モデルは、調整不

能のフロントサスペンションを装備して

います。

リアサスペンションの調整

1. リアサスペンションプリロードアジャ

スター－全モデル

標準的なリアサスペンションプリロード

設定にすると、一般的な単独走行におい

て、優れた乗り心地と良好なハンドリング

特性が得られます。（見開きのページ）の

表は、さまざまなロード条件下でのリアサ

スペンションプリロード設定の目安を示

したものです。

リアサスペンションのスプリングプリ

ロードの設定値を変えるには、アジャス

ターリングに付いている穴に適したツー

ルを差し込んでください。

スプリングプリロードを大きくするには

アジャスターリングを時計回りに回し、小

さくするには反時計回りに回します。

警告

サスペンションユニットは、どの部分で

あっても絶対に分解しないでください。

すべてのユニットには、加圧オイルが

入っています。加圧オイルに触れると、

皮膚や目を傷める恐れがあります。 1
cebv
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目安となるサスペンション設定値

リアアジャスター設定値は、アジャスター

を反時計回りに完全に回し切ったところ

をポジション１とし、１から数えます。ア

ジャスターポジションは合計 5 つありま

す。ポジション 1 に設定すると、スプリン

グプリロードは最小になります。

注記：

･ 本表に記載されている数値は、ライ

ダーと同乗者の体重が、それぞれ

90 kg またはそれ以下と仮定しての

目安に過ぎません。設定条件は、運

転者と同乗者の体重や好みによっ

て増えることになるでしょう。

タイヤ

典型的なタイヤマーク

典型的なタイヤマーク

両方のモデルとも、チューブレスタイヤ、

バルブ、ホイールリムを装備しています。

「TUBELESS（チューブレス）」のマークのつ

いたタイヤと、リムに「SUITABLE FOR

TUBELESS TYRES（チューブレスタイヤに適

合）」のマークのついたチューブレスバル

ブのみを使用してください。

警告

アジャスターは両方のリアサスペン

ションユニット上の設定値が同じにな

るよう設定されていることを確認しま

す。左右の設定が異なると、操作性と安

定性が損なわれてモータバイクは制御

不能に陥り、事故に帰する恐れがありま

す。

積載状態 リアアジャス

ターポジション

単独走行－軟ら

かめ

1

単独走行－標準 2

単独走行－硬め 3

ライダーと同乗

者

5

T509--37
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タイヤ空気圧

適正なタイヤ空気圧は、最大限の安定性と

快適な乗り心地をもたらし、タイヤの寿命

を延ばします。タイヤ空気圧の点検は、必

ず走行前のタイヤが冷えている時に行

なってください。 

タイヤ空気圧は毎日点検し、必要に応じて

調整してください（適当な空気圧に関して

は仕様の章を参照してください）。あるい

は、最寄りの正規 Triumph ディーラーで、

ホイールとタイヤを点検してもらってく

ださい。

タイヤの磨耗

トレッドが磨耗してくるにつれ、タイヤは

パンクしやすくなります。タイヤの問題の

90％は、トレッドの寿命が尽きる前の10％

（90％磨耗）の期間に発生していると推定

されます。したがって、トレッドの許容深

度ギリギリまでタイヤを使用しないでく

ださい。

トレッドの推奨最小深度

定期整備表に従って、デプスゲージでト

レッドの深さを測り、トレッドの深さが下

の表に記されている許容最小限度を超え

て磨耗しているタイヤはすべて交換して

ください。

警告

タイヤの空気圧が適当でないと、トレッ

ドが異常に磨耗して不安定さが問題と

なり、制御不能に陥って事故につながる

危険があります。

空気圧が低すぎると、タイヤがスリップ

したり、リムから外れる結果になりかね

ません。空気圧が高すぎると不安定な状

態になり、トレッドの磨耗を早めること

があります。

どちらの状態も危険です。バイクが制御

不能に陥って事故を引き起こす危険が

あるからです。

時速 130 km/h 以下 2 mm

130 km/h 以上 リア 3 mm
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警告

本モーターバイクは、認可されたサー

キットの整えられた条件の下でなけれ

ば、法定制限速度を超えるスピードで運

転してはなりません。

警告

本 Triumph モーターバイクの高速走行

は、定められたコースで行われるロード

レース、あるいはサーキットでのみ行

なってください。高速走行をするのに必

要なテクニックを修得し、本モーターバ

イクのあらゆる状況における特性を熟

知しているライダーしか、高速運転を試

みてはなりません。高速走行は、他のい

かなる状況下でも危険であり、モーター

バイクを制御しきれなくなって事故を

引き起こすことがあります。

警告

過度に磨耗したタイヤで走行すること

は危険であり、トラクション、安定性、

操縦性に悪影響を及ぼします。そのた

め、制御性が損なわれて事故につながる

恐れがあります。

チューブレスタイヤがパンクした場合、

空気は極めてゆっくり漏れるのが普通

です。パンクしていないか、常に念入り

に調べてください。タイヤに切り傷がな

いか、釘や尖ったものが刺さっていない

か調べてください。パンクや損傷のある

タイヤで運転すると、モーターバイクの

安定性と操縦性に悪影響を及ぼし、コン

トロールが失われて事故につながるこ

とがあります。

リムにへこみや変形がないか調べてく

ださい。損傷や欠陥のあるホイールやタ

イヤでの走行は危険であり、モーターバ

イクを制御しきれなくなって事故に帰

する恐れがあります。

タイヤの交換やタイヤの安全点検につ

いては、必ず最寄りの正規 Triumph

ディーラーにご相談ください。
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タイヤの交換

Triumph 製のモーターバイクはすべて、モ

デル毎に最適なタイヤを組み合わせるた

めに、様々な走行条件で厳密にテストされ

ています。交換用タイヤを購入する際は、

認可された組み合わせで取り付けられて

いる承認タイヤを選ぶことが極めて大切

です。承認されていないタイヤを使った

り、あるいは、承認タイヤを認可されてい

ない組み合わせで使うと、バイクは不安定

になり、制御不能に陥って事故を招く恐れ

があります。承認されているタイヤの組み

合わせに関する詳細は、仕様の章を参照し

てください。タイヤの取り付けとバランス

調整は、安全で効果的な取り付けを確実に

するために、必ず、必要なトレーニングを

受け技能を有する、正規 Triumph ディー

ラーにしてもらってください。

警告

タイヤがパンクした場合は、交換しなけ

ればなりません。パンクしたタイヤを交

換しなかったり、修理したタイヤで走行

すると、バイクは不安定になって制御不

能に陥ったり、事故を招く恐れがありま

す。

警告

チューブレスリムにチューブタイプの

タイヤを取り付けないでください。ビー

ドが定着せず、タイヤがリムの上でス

リップする可能性があり、タイヤの収縮

が早まってコントロール不能に陥り、事

故に帰する恐れがあります。チューブレ

スタイヤの内側にインナーチューブを

入れてはなりません。そのようなことを

すると、タイヤの内部で摩擦が生じ、熱

が発生してチューブが破裂し、急速にタ

イヤが収縮して、バイクのコントロール

が失われ事故を起こす恐れがあります。

警告

カーブに突き当たったりして、タイヤの

損傷の可能性がある場合は、最寄りの正

規 Triumph ディーラーに依頼して、タイ

ヤの内側と外側の両方を点検しても

らってください。タイヤの損傷は、必ず

しも外側からは見えないことに留意し

てください。損傷したタイヤを付けたま

までモーターバイクを運転すると、制御

性が損なわれて事故を招く場合があり

ます。
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警告

タイヤの交換が必要な時は、最寄りの正

規Triumphディーラーに相談してくださ

い。承認リストの中から正しい組み合わ

せのタイヤが選択されるよう手筈を整

え、タイヤメーカーの指示に従って取り

付けを致します。

タイヤを交換した時は、リムに馴染むま

で余裕をみてください（約 24 時間）。馴

染むまでの間は、慎重に運転してくださ

い。タイヤがぴったりはまっていない

と、制御不能に陥って事故を引き起こす

ことがあります。

新しいタイヤは、最初の内は、摩耗した

タイヤとは異なるハンドリング特性を

発揮します。ライダーは、新しいハンド

リング特性に慣れるまで、十分な走行距

離（約 160 キロ）を見込んでおく必要が

あります。

取り付けてから 24 時間後に、タイヤ圧

を調べて調整し、タイヤが正しくはめ込

まれているか点検してください。必要に

応じて修正してください。

取り付け後 160 キロ走行した時点で、同

様の点検と調整を行なう必要がありま

す。

不適切なタイヤの取り付け、タイヤ空気

圧の調整の不備、ハンドリング特性に慣

れていないといった状態の時にモー

ターバイクを運転すると、コントロール

が失われて事故を招く恐れがあります。

警告

ローリングロードダイナモメーター上

で使用されてきたタイヤは、損傷を受け

ていることがあります。タイヤは、外観

を見ただけでは損傷が分からないこと

があります。そのような使い方をした後

のタイヤは交換しなければなりません。

傷んだタイヤを使い続けると不安定な

状態になり、制御不能に陥って事故を招

く恐れがあるからです。

警告

モータバイクの安全で安定した操縦に

は、精確なホイールバランスが欠かせま

せん。ホイールバランスウェイトを取り

外したり、変えたりしないでください。

ホイールバランスが適切でなければ、不

安定な状態に陥り、制御不能に陥って事

故を起こしかねません。

ホイールバランスの調整が必要な時は、

例えばタイヤとインナーチューブを交

換した後など、正規 Triumph ディーラー

にご相談ください。

自動接着性のウェイト以外は使わない

でください。クリップオンウエイトは、

ホイールやタイヤに損傷を与え、タイヤ

の空気圧を低下させるため、バランスを

崩して事故になる恐れがあります。
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バッテリー

バッテリーの処分

万一バッテリー交換が必要になった場合、

古いバッテリーは回収業者に引き渡す必

要があります。バッテリー製造に使用され

ている有害物質が環境を汚染することの

ないように処分してくれます。

警告

d

バッテリーは引火性のガスを発生させ

る時があります；火花、炎、タバコなど

は絶対に近づけないでください。閉め

切った場所でバッテリーを充電したり

使用する場合は、十分な換気を行なって

ください。

バッテリーには硫酸（バッテリー液）が

入っています。皮膚や目に付着するとひ

どい火傷をする恐れがあります。防護服

とフェースマスクを着用してください。

バッテリー液が皮膚についたら、直ちに

水で洗ってください。

バッテリー液が目に入った場合、最低で

も 15 分間水で洗い、医者の治療を受け

てください。

バッテリー液を飲み込んだ場合、大量の

水を飲み、医者の治療を受けてくださ

い。

バッテリー液は子どもの手の届かない

所に置いてください。

警告

バッテリーには有毒物質が含まれてい

ます。バッテリーは、モーターバイクに

取り付けられていてもいなくても、子供

の手の届かない所に置いてください。

バッテリーをジャンプスタートさせた

り、バッテリーケーブルを互いに接触さ

せたり、ケーブルの両極を逆にしたりし

ないでください。火花が出てバッテリー

のガスを発火させ、人身事故のリスクを

高める恐れがあります。
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バッテリーの取り外し

1. エアボックスフィニッシャー

2. エアボックスフィニッシャー固定具

3. エアボックスカバー

4. エアボックスカバー固定具

5. スタッドおよびグロメットの位置

1. バッテリーカバー

2. バッテリーカバーストラップ

3. バッテリーカバーストラップ固定具

･ エアボックスフィニッシャーをエ

アボックスカバーに固定している

ネジを外します。フィニッシャー

を取り外します。

･ エアボックスカバーをエアボック

スに固定しているネジを外しま

す。

･ カバーをモーターバイクから離す

ようにそっと動かし、カバーの後

部にあるスタッドをグロメットか

ら外します。

･ 固定具をバッテリーカバースト

ラップから外します。

･ ストラップを下端の蝶つがいから

外し、バッテリーカバーを取り外

します。

･ 最初にマイナス（黒）の方からバッ

テリーのリード線を外します。

･ バッテリーを傾けて上部から外側

に引き上げ、バッテリートレイか

ら外します。

注記：

･ エンジン制御モジュール（ECM）は

バッテリートレイの後方に付いて

おり、バッテリーによってモーター

バイクに固定されています。バッテ

リーの取り外し、取り付け作業中

に、ECM に支障をきたしていないこ

とを確認してください。

T908045aUSA
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警告

バッテリーの端子が、どの部分であろう

とモーターバイクに触れないように気

をつけてください。ショートを起こした

り火花が出てバッテリーのガスに引火

し、人身事故やモーターバイクの損傷の

原因となる恐れがあります。
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バッテリーの整備

乾いたきれいな布でバッテリーの汚れを

落としてください。リード線の接続部も必

ずきれいにしてください。

本バッテリーは密閉タイプですから整備

の必要はなく、保管中に電圧チェックや定

期的な充電が必要なだけです。

バッテリーの液量を調整することはでき

ないので、シールストリップを取り外して

ください。

バッテリの放電

通常の使用状態では、モーターバイクの充

電システムは完全な充電状態を保ちます。

しかし、モーターバイクに長い間乗ってい

ないと、自己放電という自然作用により

バッテリーは次第に放電してしまいます。

時計、エンジン制御モジュール（ECM）メ

モリー、高い周囲温度、または電気を消費

する付属品やアクセサリーの追加などの

ため、バッテリーの放電が増早まります。

モーターバイクからバッテリーを外して

おけば、放電を遅くすることができます。

モータバイクから外してあるバッテ
リー、あまり乗らないモータバイク
のバッテリーの放電

モータバイクから外してあるバッテリー、

あまり乗らないモータバイクのバッテ

リーの場合、デジタルマルチメーターで毎

週電圧を測ってください。メーターに同梱

されているメーカーの指示書に従ってく

ださい。バッテリー電圧が 12.7V 以下に

なった場合、バッテリーの充電を行ってく

ださい　( ページ 85 参照 )。

バッテリーの放電を防がなかったり、たと

え僅かな時間でも放電したままに放置す

ると、鉛電極板に硫酸化を発生します。硫

酸化はバッテリー内部で生じる正常な化

学反応ですが、長い期間続くと電極板に結

晶を生じ、回復が困難になったり、不可能

になります。このような永久的な損傷は、

製造上の欠陥ではないので、モーターバイ

クの保証ではカバーされておりません。

バッテリーを常にフルに充電しておくと、

寒冷時に凍結しにくくなります。バッテ

リーが凍結すると、バッテリー内部に重大

な損傷を生じます。

警告

バッテリー液は腐食性があって有毒で

あり、露わになっている皮膚を損ないま

す。絶対にバッテリー液を飲み込んだ

り、皮膚につけたりしないでください。

バッテリーを扱う時は、目や皮膚を傷め

ないように、必ず防具類を身につけてく

ださい。

注意

バッテリー充電レベルの管理は、バッテ

リー寿命を最大限に延ばすために必要

です。 

バッテリーの充電レベルを適正に維持

しないと、バッテリー内部に重大な損傷

を生じるおそれがあります。
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バッテリーの充電

バッテリー充電器の選択、バッテリー電圧

のチェックまたはバッテリーの充電に関

する詳しいことは、貴地の Triumph ディ－

ラーにご連絡ください。

バッテリー電圧が 12.7V 以下になったら、

バッテリーは Triumph が承認するバッテ

リー充電器で充電してください。モータバ

イクから必ずバッテリーを取り外し、バッ

テリーチャージャーに同梱されていたマ

ニュアルにしたがってください。

長期（2 週間以上）に亘りモーターバイク

を保管するときは、バッテリーを取り外

し、Triumph が承認する整備用の充電器を

使用して常に充電した状態に保ってくだ

さい。

同様に、バッテリーがモーターバイクを始

動できないところまで放電しているとき

は、バッテリーを取り外してから充電して

ください。

警告

バッテリーは爆発性のガスを放出しま

す；火花や火炎、タバコを近づけないで

ください。閉め切った場所でバッテリー

を充電したり使用する場合は、十分な換

気を行なってください。

バッテリーには硫酸（バッテリー液）が

入っています。皮膚や目に付着するとひ

どい火傷をする恐れがあります。防護服

とフェースマスクを着用してください。

バッテリー液が皮膚についたら、直ちに

水で洗ってください。

バッテリー液が目に入った場合、最低で

も 15 分間水で洗い、医者の治療を受け

てください。

バッテリー液を飲み込んだ場合、大量の

水を飲み、医者の治療を受けてくださ

い。

バッテリー液は子どもの手の届かない

所に置いてください。

注意

充電過剰になってバッテリーを損なう

ので、自動クイックチャージャーを使用

しないでください。
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バッテリーの取り付け

･ エンジン制御モジュール（ECM）と

そのゴム製カバーが、バッテリー

の裏側に適切に設置されているこ

とを確認ししてください。

･ 端子がモーターバイクに接触しな

いよう注意しつつ、バッテリーを

トレイの上に置きます。

･ 最初にプラス（赤）のリード線か

らバッテリーに再接続。

･ バッテリーのマイナスのリード線

が、下図のようにバッテリー端子

の後方に取り付けられているか確

認してください。

1. バッテリー

2. マイナスリード線

3. マイナス端子固定具

･ 腐食を防ぐために、端子にグリー

スを薄く塗ってください。

･ プラスの端子に保護キャップをか

ぶせます。

･ バッテリカバーを取り付け、バッ

テリーストラップを組み立てま

す。バッテリーストラップの固定

具を 9 Nm で締め付けます。

･ エアボックスカバーとフィニッ

シャーを組み立て、固定具を 3 Nm

で締め付けます。エアボックスカ

バースタッドが正しく取り付けら

れていることを確認します。

T908045cUSA
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ヒューズ

ヒューズの位置

ヒューズ作業をするには、イグニッション

スイッチフィニッシャーを底の方から外

側にそっと動かします。留めグロメットか

ら外れたら、蝶つがいを使ってカバーを持

ち上げ、ブラケットに付いているスロット

から外します。

1. イグニッションスイッチカバー

2. 留めグロメット

3. ブラケットスロット

ヒューズの交換

運転中にヒューズが切れた場合は、電装系

統を点検して原因を見つけてから、同じ

（正しい）定格電流の新しいヒューズに代

えてください。

ヒューズの識別

ヒューズは、下図のように、各ヒューズに

隣接したヒューズボックスハウジングに

付いている番号によって識別できます。こ

れらの番号は次ページの表に記載されて

いる番号に対応しています。識別番号の付

いていないヒューズはスペアで、使った後

は補充しなくてはなりません。

ヒューズの識別

切れているヒューズは、そのヒューズで保

護されているシステムのすべてが作動不

能となるため、識別できます。どのヒュー

ズが切れたかを調べる時は、以下の表を参

考にしてください。

FU
SE

T908046USA

1

2

3

警告

切れたヒューズは必ず正しい定格電流

（ヒューズボックスのカバーに明記され

ている）のヒューズで付け替え、絶対に

定格が上のヒューズは使わないでくだ

さい。

正しくない定格のヒューズを使用する

と、電装系統のトラブルの元となってバ

イクに損傷を与え、バイクを制御不能に

陥らせて事故に帰する場合があります。

30

30

5 20

10

10

10

1510

10

5

10

1
2

3
4

5

6
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注記：

･ ヒューズボックスには、30、20、10

アンペアのスペアヒューズしか

入っていません。5 アンペアのスペ

アヒューズも入れておく必要があ

るでしょう。

ヘッドライト

1. ヘッドライト

2. ヘッドライトブラケット

3. ピンチボルト（垂直設定）

4. ブラケット固定具（水平設定）

ヒュ
ーズ
番号

保護回路 ヒュー
ズ定格
（アン
ペア）

1 アクセサリーライト 10

2 アラーム、クロック 10

3 アクセサリ用ソケット、
診断ツールコネクタ

10

4 イグニッションスイッ
チ主要給電 

10

5 エンジン管理システム 20

6 不使用 -

7 方向インジケーター、
ブレーキライト、ホー

ン

10

8 ポジションライト、計
器照明

5

9 ディプ /メインビーム 10

10 ポジションライト 5

11 主要バッテリーヒュー
ズ

30

警告

走行速度は、モーターバイクが走行して

いる時の視界や気象条件に適した速度

に調節してください。

対向車の運転手の目を眩ませることな

く、前方を十分遠くまで照らせるように

ビームを調整してください。ヘッドライ

トの調整が適切でないと、視界が悪くな

り、コントロールを失って、事故を招く

危険があります。

警告

モーターバイクが走行中は、絶対にヘッ

ドライトビームの調整を試みないでく

ださい。

走行中にヘッドライトビームを調整し

ようとすると、バイクの制御性が損なわ

れて事故に帰する恐れがあります。

T908047USA
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ヘッドライトの調整

･ ヘッドライトビームの左右方向の

調整は、ヘッドライトが取り付け

られているブラケット位置調整に

よって行います。ヘッドライトの

左右方向を調整するには、ボルト

を保持しているブラケットをゆる

め、ヘッドライトアッセンブリー

を左か右に回します。正しい位置

に設定されたら、ブラケット固定

具を 27 Nm で締め付けます。

･ ヘッドライトの上下方向の調整

は、ヘッドライトボウルを取り付

けているブラケットおよびヘッド

ライトボウル自体の位置調整で行

います。上下方向の設定を調整す

るには、ヘッドライトボウルのピ

ンチボルトをゆるめて、ヘッドラ

イトアッセンブリーを上または下

に動かします。正しい位置に設定

されたら、ブラケットピンチボル

トを 27 Nm で締め付けます。

ヘッドライト／ポジションライトの
バルブの交換

1. ヘッドライトリムのネジ

2. ヘッドライトボール

･ 最初にマイナス（黒）のリード線

からバッテリーの接続を外しま

す。

･ ヘッドライトリムのねじを外しま

す。

･ ヘッドライトボールからヘッドラ

イトとリムアセンブリーを外しま

す。

･ ライトユニットを支えながら、

ヘッドライトバルブからマルチピ

ン電気コネクターを、ポジション

ライトから 2 個のスペードコネク

ターを外します。

･ ゴム製のダストカバーを外しま

す。

･ ヘッドライトバルブのワイヤリテ

イナーのフックを外します。

･ これでヘッドライトバルブが取り

外せます。

･ ポジションライトバルブを取り外

すには、ヘッドライトボディーか

らバルブホルダーを離し、バルブ

を取り外します。

cebs

1

2
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･ 取り付けは、取り外しと逆の手順

で行ないます。

1. ワイヤリテイナー

2. ヘッドライト電球

3. ポジションライト

リアライト／ライセンスプ
レートライト

1. リアライトレンズネジ

2. 電球

バルブの交換

･ リヤライトレンズを固定している

ねじを外します。

･ レンズを取り外します。

･ このバルブはバイオネットタイプ

です。取り外すには、そっと押し

込んで、反時計回りにねじってく

ださい。

･ 取り付けは、取り外しと逆の手順

で行ないます。

警告

組立作業が完了するまで、バッテリーを

再接続しないでください。作業の途中で

再接続すると、バッテリーガスに引火し

て負傷事故をもたらしかねません。

警告

使用中、バルブは熱くなります。必ず、

電球が冷えるまで十分時間をかけてか

ら、扱ってください。

注意

バッテリーへの再接続は、プラス（赤）

のリード線から行なってください。

T908049
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方向指示灯

1. インジケーターレンズのネジ

2. 電球

バルブの交換

･ 各インジケーターライトのレンズ

は、ねじで所定の場所に留めてあ

ります。

･ ネジをゆるめレンズを取り外す

と、バルブ交換作業ができます。

洗車
定期的な洗車は、お持ちのモーターバイク

の整備に欠かすことのできないものです。

定期的に洗車すると、長年にわたって新車

のような外観が保たれます。自動車用の洗

剤を溶かした水で洗車することは、いつの

場合にも大切ですが、海風や海水にさらさ

れた後や、埃っぽい道やぬかるんだ道、冬

場の融雪剤をまいた路面を走行した後は、

殊に大切です。家庭用洗剤は使わないでく

ださい。その種の製品は、腐食を早めるこ

とがあるからです。

お持ちのモーターバイクの保証書の条件

に基づき、特定の部品の腐食は保証の対象

となっていますが、オーナーもモーターバ

イクを腐食から守り、外観を向上させる手

段となる、本章の注意を守るようにしてく

ださい。

洗車の準備

洗車を行なう前に、下記の部分を濡らさな

いよう予防策を講ずる必要があります。

･ 排気管の後部開口部：ビニール袋

で覆い、ゴムバンドで動かないよ

うにします。

･ クラッチとブレーキレバー、ハン

ドル上のスイッチハウジング：ビ

ニール袋で覆います。

･ イグニッションスイッチ / ステア

リングロック：キーホールをテー

プで覆います。

指輪、時計、ジッパー、ベルトのバックル

のような装飾品は取り外します。塗装面や

磨き上げられた面にひっかき傷をつけた

り、損傷を与える恐れがあります。

塗装された/磨き上げられた表面とシャー

シ付近の洗浄には、別のスポンジまたは洗

い布を使ってください。シャーシ付近（ホ

イールやマッドガードの下）は、ざらざら

した道路のほこりやちりにまみれるので、

その部分の洗浄に使われたスポンジや洗

い布を使うと、塗装してある、あるいは磨

き上げられた表面にひっかき傷をつける

恐れがあります。

T908051USA
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注意すべき部分

下記のところには、勢いよく水を吹きつけ

ないようにしてください：

･ 計器類

･ ブレーキシリンダーとブレーキ

キャリパー

･ 燃料タンクの下

･ ドライブチェーンとヘッドストッ

クベアリング

注記：

･ アルカリ性の強い洗剤を使うと、塗

装された表面に残留物が残り、しみ

になりかねません。洗車プロセスの

助けとなるように、必ず弱アルカリ

性の洗剤を使ってください。

洗車後

･ ゴムバンド、ビニール袋、テープ

を取り外し、吸気口もきれいにし

ます。

･ ピボット、ボルト、ナット類に注

油します。

･ モーターバイクを運転する前にブ

レーキテストをします。

･ エンジンを始動させ、5 分間回転

させます。排気ガスがこもらない

よう換気を良くしてください。

･ 乾いた布で、残った水分を拭き取

ります。腐食につながりますので、

マシンに水分がついたままにしな

いでください。

注意

ライダーシートの下には絶対に水をか

けないでください。エンジンの吸気ダク

トが燃料タンクの下にあるため、この付

近に水をかけるとエアボックスとエン

ジンに浸入して損傷を与える恐れがあ

ります。

注意

高圧スプレー洗車機の使用はお勧めで

きません。高圧洗車機使うと、噴射され

た水がベアリングなどの部品内に浸入

し、腐食や潤滑油の損失が原因で磨耗を

早めます。

警告

ブレーキディスクには、絶対にワックス

や潤滑油を施さないでください。制動力

が低下し、事故に帰する恐れがありま

す。ディスクを拭く時は、オイルを含ま

ないブレーキディスク専用クリーナー

を使ってください。
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塗装されていないアルミニウム部品

･ ブレーキやクラッチレバーのよう

な部分は、外観を保つために適切

な方法で汚れをとる必要がありま

す。

･ 研磨剤や腐食成分を含まない、専

用ブランドのアルミニウムクリー

ナーを使ってください。

･ アルミニウム製部品は定期的に汚

れを落としてください。 特に悪天

候の中を走行した後は、必ず各部

品を手洗いして乾燥させてくださ

い。

･ 整備が不十分な場合は、保証の対

象となりませんのでご注意くださ

い。

排気装置の清掃

外観が損なわれないようにするために、

モーターバイクの排気装置の部品は全て

定期的にクリーニングする必要がありま

す。

注記：

･ 水滴の跡が残らないよう、排気装置

は十分冷えるのを待って洗浄しな

くてはなりません。

洗浄

･ 水に低刺激の自動車用洗剤を混ぜ

たものを用意します。一般に洗車

場などで見られるアルカリ性の強

い洗剤は使用しないでください。

残留物が残るからです。

･ 柔らかい布で、排気装置を洗浄し

ます。研磨パッドやスチールウー

ルは使用しないでください。仕上

げを損なうことがあります。

･ 排気装置を徹底的にすすいでくだ

さい。

･ 排気管に石鹸水や水が入らないよ

うにしてください。

乾燥

･ 柔らかい布で、排気装置の水分を

完全に拭き取ります。エンジンを

かけて乾燥させないでください。

水滴の跡が残ります。

保護

･ 排気装置が乾いたら、「Motorex

645 Clean and Protect 」を表面

にすり込みます。

･ 排気装置には保護剤を定期的に塗

ることをお勧めします。装置の外

観を保護し、きれいに保てます。

注意

シリコンを含む製品を使うとクロムの

変色を招くことがありますので、使わな

いでください。同様に、研磨剤入り洗剤

や光沢剤を使うと、システムを損傷する

ことがあるので使わないでください。
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アクセサリフロントガラスの清掃

ウィンドスクリーンは、弱性石鹸か洗剤の

溶液とぬるま湯で汚れを落としてくださ

い。洗浄後はよくすすぎ、柔らかく糸くず

の出ない布で拭いてください。

除去できないひっかき傷や酸化により、

ウィンドスクリーンの透明度が落ちてき

た場合、ウィンドスクリーンは交換する必

要があります。

注意

ウィンドウの洗浄液、昆虫除去剤、撥水

剤、研磨剤、ガソリン、あるいはアル

コール、アセトン、四塩化炭素などのよ

うな洗浄力の強い溶剤は、ウィンドスク

リーンに損傷を与えます。絶対に、これ

らの製品をウィンドスクリーンに触れ

させないでください。

警告

モーターバイクが走行中にウィンドス

クリーンの汚れを落とそうとしてはな

りません。ハンドルから手を離すと車両

は制御不能に陥って、事故を引き起こし

かねないからです。

ウィンドスクリーンに損傷やひっかき

傷のある状態でモーターバイクを運転

すると、ライダーの視界が悪くなりま

す。視界が悪いと危険であり、人身事故

を引き起こしかねません。

注意

バッテリー液などの腐食液はフロント

ガラスを損ないます。絶対に、腐食性化

学物質をウィンドスクリーンに触れさ

せないでください。
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保管

保管

保管前の準備
車体全体をくまなくきれいにします。

正しい等級の無鉛燃料を燃料タンクに給

油し、燃料安定剤メーカーの指示に基づい

て燃料安定剤があれぱ添加してください。

シリンダーからスパークプラグを外し、エ

ンジンオイルをシリンダーごとに数滴 (5

cc) 垂らします。スパークプラグ孔を布切

れでカバーします。エンジンのストップス

イッチを RUN ポジションにした状態で、ス

ターターボタンを数秒間押して、シリン

ダー壁にオイルを行き渡らせます。スパー

クプラグを取付け、20 Nm のトルクで締め

付けます。

エンジンオイルとフィルターを交換しま

す（ページ 58 参照）。

点検を行い、タイヤ空気圧を規定値にしま

す（ページ 101 参照）。

両輪が地面から浮き上がるように、モー

ターバイクのスタンドを立てます。（これ

が無理なら、前輪と後輪の下に板を敷い

て、タイヤを湿気から護ってください）

塗装されていない金属面に防錆油（市場に

は多くの製品が出回っているので、貴地の

代理店に問い合わせてください）をスプ

レーします。ゴム製部品、ブレーキディス

ク、ブレーキキャリパーにオイルが付着し

ないようにしてください。

チェーンをチェックし、調整します（66
ページを参照）。

バッテリーを取り外し、直射日光が当たら

ず、湿気のない、気温が氷点下にならない

場所に保管してください。保管中のバッテ

リーは、隔週に一度のペースで緩速充電

（1 アンペア以下）してください（ページ

83 参照）。

保管後の走行準備
（取り外してある）バッテリーを取り付け

てください（ページ 86 参照）。

4ヶ月以上乗らなかったモータバイクの場

合、エンジンオイルを交換してください

（ページ 58 参照）。

日常の安全点検項目をすべてチェックし

ます（ページ 34 参照）。

エンジンを始動する前に、シリンダーから

スパークプラグをすべて取り外してくだ

さい。

サイドスタンドを降ろします。

油圧警告ランプが消えるまで、スタータ

モーターでエンジンを数回回転させます。

スパークプラグを交換し20 Nmのトルクで

締め付け、エンジンを始動させます。

点検を行い、タイヤ空気圧を規定値にしま

す（ページ 101 参照）。

ブレーキをチェックし、調整します。

低速でモ―ターバイクを試運転します。

警告

ガソリン（燃料）は非常に可燃性が高

く、特定の条件下では爆発する可能性が

あります。したがって、イグニッション

スイッチをオフにします。禁煙厳守。場

所は換気が良く、火炎や火花の元となる

物がないことを確認してください。たと

えば、パイロットランプ付きの電気・ガ

ス器具などです。
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このページは意図的に空白にしてあります
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仕様

America Speedmaster

性能

最大出力. . . . . . . . . . . . . 61 PS @ 6,800 rpm 61 PS @ 6,800 rpm

最大トルク. . . . . . . . . . . . 72.4 Nm @ 3,300 rpm 72.4 Nm @ 3,300 rpm

寸法

全長. . . . . . . . . . . . . . . 2,420 mm 2,420 mm

全幅. . . . . . . . . . . . . . . 960 mm 830 mm

全高. . . . . . . . . . . . . . . 1,170 mm 1,160 mm

輪間距離. . . . . . . . . . . . . 1,655 mm 1,655 mm

シート高. . . . . . . . . . . . . 720 mm 720 mm

乾燥重量. . . . . . . . . . . . . 226 kg 229 kg

最大車載重量. . . . . . . . . . .

（ライダー、同乗者、アクセサリー）

200 kg 200 kg

エンジン

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 空冷直列２気筒

270°度の点火角度

空冷直列２気筒

270°度の点火角度

排気量. . . . . . . . . . . . . . 865 cc 865 cc

ボア ｘストローク . . . . . . . . 90 x 68 mm 90 x 68 mm

圧縮比. . . . . . . . . . . . . . 9.2:1 9.2:1

シリンダナンバー. . . . . . . . . 左から右へ 左から右へ

順番. . . . . . . . . . . . . . . 1-2 1-2

点火順. . . . . . . . . . . . . . 1-2 1-2

始動方式. . . . . . . . . . . . . 電動スターター 電動スターター
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America Speedmaster

潤滑

潤滑装置. . . . . . . . . . . . . ウエットサンプ方式 ウエットサンプ方式

エンジンオイル容量ガイドライン

( ドライフィル ) . . . . . . . . . 4.5 リッター 4.5 リッター

（オイルおよびフィルタ交換）. . . . 3.8 リッター 3.8 リッター

( オイルチェンジのみ ) . . . . . . 3.3 リッター 3.3 リッター

注記：サイトグラスマークで常にオイルレベルが正しいか調べてください。
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全モデル

燃料システム

タイプ. . . . . . . . . . . . . . . シーケンシャル電子燃料噴射

燃料ポンプ. . . . . . . . . . . . . サブマージ電動型

燃料圧. . . . . . . . . . . . . . . 3.0 バール

燃料

タイプ. . . . . . . . . . . . . . . 無鉛（最低 91 RON）

タンク容量. . . . . . . . . . . . . 19.5 リッター

エミッションコントロール装置

タイプ. . . . . . . . . . . . . . . パルスセカンダリエアインジェクション

付きツインカタリスト

イグニッション

点火方式. . . . . . . . . . . . . . デジタルエレクトロニック

スパークプラグ. . . . . . . . . . . NGK DPR8EA-9

ギャップ. . . . . . . . . . . . . . 0.8 - 0.9 mm
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America Speedmaster

トランスミッション

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 5 速、常時噛合式 5 速、常時噛合式

クラッチ. . . . . . . . . . . . . 湿式多版 湿式多版

プライマリドライブ. . . . . . . . ギア ギア

ファイナルドライブ. . . . . . . . チェーン DID 525 

VM2 112 環エンドレ

ス

チェーン DID 525 

VM2 112 環エンドレ

ス

プライマリドライブ比. . . . . . . 1.74:1 (62/108) 1.74:1 (62/108)

ファイナルドライブ比. . . . . . . 2.333:1 (18/42) 2.333:1 (18/42)

ギア比

1 速 . . . . . . . . . . . . . . . 2.73:1 (41/15) 2.73:1 (41/15)

2 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.95:1 (37/19) 1.95:1 (37/19)

3 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.55:1 (34/22) 1.55:1 (34/22)

4 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.29:1 (31/24) 1.29:1 (31/24)

5 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.07:1 (29/27) 1.07:1 (29/27)
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America Speedmaster

タイヤ

タイヤ空気圧（冷寒時）

フロント. . . . . . . . . . . . . 2.50 バール 2.50 バール

リア. . . . . . . . . . . . . . . 2.90 バール 2.90 バール

オプション 1

フロント. . . . . . . . . . . . . Metzeler Lasertec 

110/90 - 18

Metzeler Lasertec T

110/80 - 18

リア. . . . . . . . . . . . . . . Metzeler ME880

170/80B 15

Metzeler ME880

170/80B 15

オプション 2

フロント. . . . . . . . . . . . . N/A N/A

リア. . . . . . . . . . . . . . . N/A N/A

警告

必ず指定の組み合わせで、推奨タイヤオプションのみを使用してください。メーカー

の異なるタイヤ、また同一メーカーでも仕様の異なるタイヤを混用しないでくださ

い。
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全モデル

電装品

バッテリー. . . . . . . . . . . . . 12V 10 Ah

オルタネーター. . . . . . . . . . . 24A @ 2,000 rpm

26A @ 4,000 rpm

ヘッドライト. . . . . . . . . . . . 12V 60/55 W

ハロゲン H4

テール / ブレーキランプ. . . . . . . 12V 5/21 W

方向指示ランプ. . . . . . . . . . . 12V 21 W

フレーム

すくい角. . . . . . . . . . . . . . 33.3°

トレール. . . . . . . . . . . . . . 153 mm

締付トルク

オイルフィルター. . . . . . . . . . 10 Nm

サンプドレンプラグ. . . . . . . . . 25 Nm

スパークプラグ. . . . . . . . . . . 20 Nm

フルードと潤滑剤

エンジンオイル

API SH および JASO MA 仕様にかなった半

合成または完全合成の 10W/40 もしくは

15W/50 モーターバイク用エンジンオイル

Mobil 1 Racing 4T（完全合成）または

Mobil Extra 4T（半合成）

ブレーキフルード. . . . . . . . . . Mobil Universal Brake & Clutch Fluid 

DOT 4

ベアリングおよびピボット. . . . . . Mobil Grease XHP 222

ドライブチェーン. . . . . . . . . . Mobil Chain Spray

または. . . . . . . . . . . . . . . Mobilube HD 80
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